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ながると考える．そこで，データの概要情報のみを記載した Data Jacket [6]を導入し，デ

















WebTagger [9]の研究では，ブックマークした URL にタグを関連付けることで，URL を複
数のカテゴリに分類し，効率的な情報共有を可能にしている．タグ型分類は，複数人の利用
者が自由にタグを付与することができるため，直感的な情報共有と柔軟な分類が可能とな












































近年，Twitter2や Instagram3，Facebook4など SNS の普及により，リアルタイムの情報









[16] [17]，ドメインを限定するアプローチ [18] [19]，ドメインを限定しないアプローチ [20] 
[2]があげられる． 
ユーザの自然言語による入力に対して応答するアプローチとして Apple の Siri7，Google 
の Google Now8，Microsoft の Cortana9などのサービスが実用化されている．また，通常
の情報検索システムのように漠然とした文書を返答するのではなく，システムが持つ知識
を利用して，ユーザの質問に対し直接的な返答をする QA システムが提案されている [16]．
しかし，このシステムは「どのように～なのか」といった how 型や「なぜ～なのか」とい













































































高間ら [2]が提案するコンテクスト検索エンジンのシステム構成を図 2.1 に示す．以降，
このコンテクスト検索エンジンを従来システム V1 とする．Web 上に公開されている動向
情報を収集し，特徴的変動を抽出してデータベースに格納する．特徴的変動とは，コンテク








る動向情報を「Web 利用としての動向データ」と定義し，それぞれについて Web 上に公開
されているデータを収集している [23]．従来システム V1 で検索可能な動向情報を表 2.2
































































統計データ名 取得期間 粒度 アイテム数
販売量 2002/01～2015/12 1ヶ月 13件
価格 2005/01～2014/12 1ヶ月 171件
生産量 1958/01～2011/12 12ヶ月 3件
消費量 1986/01～2011/12 12ヶ月 1件
増減率 2000/10～2013/12 1ヶ月 49件
消費者物価指数 2008/01～2010/11 1ヶ月 1件
卸価格 2000/07～2011/03 1ヶ月 47件








景気ウォッチャー 2000/10～2013/04 1ヶ月 22件
内閣政党支持率 1998/04～2013/07 1ヶ月 45件
Wikipedia Page View 2008/01～2014/12 1ヶ月 1338377件
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従来システム V1 の検索結果画面の例を図 2.3 に示す．ここでは期間を「2011 年 1 月～
2011 年 3 月」，特徴的変動を「SI」，出力タイプを「@Item」として Type2 の検索を行って











図 2.3：従来システムV1 の検索結果画面の例 
 

















従来システム V1 は，Web 上に公開されているデータをサーバに集約したものを検索対
象としているが，ユーザはプライバシー保護などの問題で外部に公開できないようなデー
タを所持している場合も多い．著者は，ローカルデータを公開データと組み合わせ，統合し
て利用可能にし，データの概要情報のみを記載した Data Jacket と共に，動向情報の特徴
的変動に関して発見した知見を共有することで，ローカルデータ自体を公開することなく，
データの利用価値を検討可能にする手法をこれまでに提案している [7]．以降，この手法を
導入したコンテクスト検索エンジンを従来システム V2 とする．従来システム V2 の構成に




































































ら [31]は，博物館情報の LOD と地域情報の LOD を連携したアプリケーションを提案して
いる．博物館情報の LOD からは博物館の名前や位置情報を取得し，連携されている地域情
報の LOD からは会館時間やアクセス方法を取得することが可能となるため，単独の LOD
では得られないような情報を提供可能にしている． 





用方法の検討を支援する検索システム Data Jacket Store を開発している． 
データ市場における「保有者」「利用者」「提案者」の立場から議論を行い，解決策を導く










2 つのモデルを図式化したものを図 2.4 に示す．データ利活用知識モデルの実装には RDF
を利用し，これらのモデルを組み合わせ，「要求」「ソリューション」「データ」を連結する．
なお，ここでの「データ」は Data Jacket としてデータベースに格納されるため，以降「デ
ータ」ではなく「Data Jacket」と表現する．例えば，「要求」へクエリを発行すると，該当
する要求を満たすソリューション及びそのソリューションに用いた Data Jacket を発見す
ることが可能となる．また，「Data Jacket」へクエリを発行することで，過去にその Data 
Jacket を用いたソリューションを得ることが可能となる．よって，過去のデータ利活用知





図 2.4：データ利活用知識モデルの図式化（文献 [8]を基に作成） 
 
 
Data Jacket Store では，ユーザがクエリとして入力した文章からキーワードを抽出し，
それらのキーワードの OR 結合と，「要求」「ソリューション」「Data Jacket」それぞれのデ
ータベースを照合する．抽出したキーワードを 1 つ以上含む Data Jacket の集合を𝐷𝐽𝑑𝑗，
抽出したキーワードを 1 つ以上含むソリューションから取得された Data Jacket の集合を
𝐷𝐽𝑠𝑜𝑙，抽出したキーワードを 1 つ以上含む要求から取得された Data Jacket の集合を𝐷𝐽𝑟𝑒𝑞
とする．以上から取得した Data Jacket を OR 結合したもの（𝐷𝐽𝑑𝑗 ∪ 𝐷𝐽𝑠𝑜𝑙 ∪ 𝐷𝐽𝑟𝑒𝑞）が，関
連する Data Jacket の集合となる．「要求」「ソリューション」「Data Jacket」を連結した
概念図を図 2.5 に示す．図中の赤矢印は，ユーザが入力したクエリをそれぞれのデータベ
ースに発行した際に，クエリを満たすデータを示した例である．右側の論理式は，クエリを



























要求 ソリューション Data Jacket
𝐷𝐽𝑟𝑒𝑞  𝐷𝐽𝑠𝑜𝑙  𝐷𝐽𝑑𝑗
それぞれのデータベースにクエリを発行
𝐷𝐽𝑟𝑒𝑞  𝐷𝐽𝑠𝑜𝑙  𝐷𝐽𝑑𝑗








𝐷𝐽𝑟𝑒𝑞  𝐷𝐽𝑠𝑜𝑙  𝐷𝐽𝑑𝑗
要求とData Jacketから発見可能





















































































































いるが，CSV 形式以外の時系列データを CSV 形式に変換することは一般に容易であるた
め，CSV 形式を対象としている．オープンデータは様々な書式で記述されているが，単体
のアイテムに関するデータ，もしくは複数のアイテムに関するデータがまとめて記述され
ている可能性が考えられる．また，集計期間は 1 年ごと，もしくは 1 ヵ月ごとで記述され
ている場合がある．これらを考慮して，このシステムでは以下の 3 タイプが解析可能であ
る．それぞれのタイプの CSV ファイルの記述例を図 3.1，図 3.2，図 3.3 に示す． 
 
1. 単体のアイテムに関して記載したもの（行：年，列：月） 




























図 3.2：CSV ファイルの記述タイプ 2 
 
 





























,アイテム A,アイテム B,アイテム C,アイテム D,アイテム E 
2017 年 12 月,63,40,8,64,68 
2017 年 11 月,31,72,70,85,26 
2017 年 10 月,80,38,91,24,48 
2017 年 9 月,44,7,27,36,96 
2017 年 8 月,64,91,83,90,71 
2017 年 7 月,49,28,99,48,50 
2017 年 6 月,34,9,38,76,82 
2017 年 5 月,41,88,83,77,12 
2017 年 4 月,16,1,48,98,2 
2017 年 3 月,69,5,87,13,17 
2017 年 2 月,36,61,95,35,18 
2017 年 1 月,80,21,76,52,36 
2016 年 12 月,38,33,21,8,30 
2016 年 11 月,23,53,53,83,82 
2016 年 10 月,58,38,5,86,75 
22 
 




























図 3.5：従来システム V2 の構成 
 
 
コンテクスト検索エンジンの API について，リクエストパラメータを表 3.1，レスポン
スパラメータを表 3.2 に，検索結果の XML 出力画面を図 3.6 に示す． 
例えば page=3 とすると，1 ページを 20 件として取得するので 41 件目～60 件目を取得
することができる．page=0 とすると，1 件目～200 件目を取得することができる．また，
完全一致検索だけでなく，アイテム名の表記ゆれに対応するために部分一致検索が可能で
あり，matchType でどちらを利用するかを指定する．レスポンスパラメータの sparkline- 
period は動向情報の集計期間のうち，値が存在する年月のリストを示しており，sparkline-
value は sparkline- period に対応する値のリストを示している．i-d-t は動向情報のアイテ
ム ID，統計データ ID，該当地域 ID を示している．図 3.6 の XML は，アイテムを「iPod」，
出力タイプを「period」として検索を行い，1 ページ目を指定して検索結果を出力した例で








































































を表 3.3，レスポンスパラメータを表 3.4，XML 出力画面を図 3.7 に示す．外部データベ
ースのアイテム ID・統計データ ID・該当地域 ID をリクエストパラメータで指定すること
で個々の動向情報を取得できる．表 3.1 の item・db・target それぞれに対応する ID が，
表 3.3 の item_id・dbsource_id・target_id である．図 3.7 の XML は，アイテム ID を
「1346578」，統計データ ID を「17」，該当地域 ID を「62」として検索を行い，検索結果
を出力した例である．object タグに囲まれたそれぞれの要素名がレスポンスパラメータに
対応しており，query タグには入力したクエリが記載されている．これを見ると，指定した





















































可能となっている．「変動によるソート」については 3.1.3 項で説明する． 




























3.1.2. コンテクスト検索エンジンにおける Data Jacket 





クスト検索エンジンにおける Data Jacket の例を表 3.5 に示す．この動向情報は，1 世帯
当たりのチョコレート（菓子）に対する支出金額に関する動向情報から作成された Data 
Jacket である．それぞれの変動スコアについては 3.1.3 項で説明する． 
 
 




















































データ利活用知識モデルを組み合わせた例を図 3.12，図 3.13 に示す．図中のノードは，
info は知見，var は特徴的変動，dj は Data Jacket を表している． 
図 3.12 は，「食中毒（患者数）」の Data Jacket が作成された動向情報が「2012 年 11 月
～2012 年 12 月に SI（急上昇）となった」という情報と，「ノロウイルス」の Data Jacket
が作成された動向情報が「2012 年 11 月～2012 年 12 月に SI となった」という二つの情報
から，「広島で 1000 人以上のノロウイルス感染者が出たことが，食中毒患者が増加した原
因である」という知見が発見されていることを表している． 
図 3.13 は，「チョコレート」の Data Jacket が作成された動向情報が「2008 年 1 月～











































ームワークに RDF を用いていたが，従来システム V2 では MySQL を利用している．「知
見」「特徴的変動」「Data Jacket」を格納するテーブルのカラム情報を表 3.6，表 3.7，表 
3.8 に示す．また，知見と特徴的変動のノード間の結合関係，特徴的変動と Data Jacket お
よびプロパティとして付与されたクエリのノード間の結合関係，クエリに関するテーブル

















No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes
2 知見 information varchar(1000) NULL
3 アイテムの関係 information_type varchar(255) NULL 二つのアイテムの関係
4 URL url varchar(255) NULL 知見発見の際に参考にしたURL
5 ユーザID user_id varchar(255) NULL 公開したユーザのID
No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes
2 Data Jacket ID dj int(11) NULL 特徴的変動を示した動向情報に関するData JacketのID
3 開始月 data_period_f date NULL 特徴的変動を示した期間の開始月
4 終了月 data_period_t date NULL 特徴的変動を示した期間の終了月
5 特徴的変動 vt_name varchar(255) NULL 特徴的変動の名前
No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes
2 アイテム名 item varchar(255) NULL
3 単位 unit varchar(255) NULL
4 統計データ名 DBsource varchar(255) NULL
5 集計対象期間（開始） start_period date NULL 集計対象期間の開始月
6 集計対象期間（終了） end_period date NULL 集計対象期間の終了月
7 該当地域 target varchar(255) NULL
8 季節変動のスコア periodicity float NULL
9 バースト的変動のスコア irregularly float NULL
10 傾向変動のスコア increase_decrease_trend float NULL
11 アイテムID item_id int(11) NULL 動向情報のアイテムID
12 統計データID dbsource_id int(11) NULL 動向情報の統計データID
13 該当地域ID target_id int(11) NULL 動向情報の該当地域ID
14 格納場所 location varchar(255) NULL 動向情報の格納場所













Data Jacket・知見の公開手順に関するスクリーンショットを図 3.14～図 3.19 に示す．
前提として，Data Jacket として共有したいアイテムをお気に入りに登録する．画面右上








動的に Data Jacket が作成され，公開される（図 3.19）． 
 
 
No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes
2 information ID info int(11) NULL informationテーブルのID
3 variations ID var int(11) NULL variationsテーブルのID
No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes
2 variations ID var int(11) NULL variationsテーブルのID
3 queries ID query int(11) NULL queriesテーブルのID
4 data_jackets ID dj int(11) NULL data_jacketsテーブルのID
No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes
2 アイテム名 item varchar(255) NULL
3 検索期間（開始） data_period_f date NULL
4 検索期間（終了） data_period_t date NULL
5 特徴的変動 vt_name varchar(255) NULL 特徴的変動の名前
6 閾値 numThreshold varchar(255) NULL UP/LOW検索における閾値
7 統計データ名 DBsource varchar(255) NULL
8 単位 unit varchar(255) NULL
9 出力タイプ output varchar(255) NULL
10 ソート方法 sort varchar(255) NULL 変動のスコアによるソート方法
11 完全一致/部分一致検索 matchType varchar(255) NULL




図 3.14：Data Jacket 公開手順 1 
 
 
図 3.15：Data Jacket 公開手順 2 
 
 






図 3.17：Data Jacket 公開手順 4 
 
 














して，「アイテム名」「検索期間」を利用した Data Jacket の検索も行う．Data Jacket 検索




期間に data_period_f から data_period_t までの期間が含まれている特徴的変動を取得し，
それらと連結している Data Jacket を検索結果𝐷𝐽𝑣𝑎𝑟とする．次に，知見のテーブルに対し，
入力されたアイテム名について info カラムに対し部分一致検索を行い，取得した Data 





図 3.20：Data Jacket 検索システムの概念図（文献 [8]を基に作成） 
 
 
Data Jacket は外部データベースに格納するため，API で取得可能にしている．API のリ
クエストパラメータを表 3.12，レスポンスパラメータを表 3.13，XML 出力画面を図 3.21
に示す．表 3.13 の start_period，end_period は，Data Jacket を作成した動向情報の集計
対象期間の開始月と終了月を示している．logic は𝐷𝐽𝑑𝑗，𝐷𝐽𝑣𝑎𝑟，𝐷𝐽𝑖𝑛𝑓𝑜それぞれの集合に属
するかどうかを示しており，例えば𝐷𝐽𝑑𝑗  𝐷𝐽𝑣𝑎𝑟  𝐷𝐽𝑖𝑛𝑓𝑜に属する Data Jacket の場合










知見 特徴的変動 Data Jacket
𝐷𝐽𝑖𝑛𝑓𝑜  𝐷𝐽𝑣𝑎𝑟  𝐷𝐽𝑑𝑗
それぞれのテーブルにクエリを発行
（クエリ）
𝐷𝐽𝑖𝑛𝑓𝑜  𝐷𝐽𝑣𝑎𝑟  𝐷𝐽𝑑𝑗








対応しており，query タグには入力したクエリが記載されている．  
 
 
表 3.12：Data Jacket の検索結果を取得するAPIのリクエストパラメータ 
 
 








































レスポンスパラメータを表 3.15，XML 出力画面を図 3.22 に示す．表 3.14 について，dj
は Data Jacket の ID であり，これを指定することで Data Jacket に関するデータを取得す
ることができる．図 3.22 の XML は，Data Jacket の ID が 1 のものを取得した結果であ
る．objectタグに囲まれたそれぞれの要素名がレスポンスパラメータに対応しており，query
タグには入力したクエリが記載されている．information は，その Data Jacket が作成され
た動向情報から発見された知見情報の一覧を示しており，子要素 info_object ごとに特徴的
変動と知見が出力される．info_object 要素の子要素を表 3.16 に示す．  
 
 
表 3.14：Data Jacket を取得する APIのリクエストパラメータ 
 
 




dj Data JacketのID 正の整数
パラメータ名 説明 形式







































従来システム V2 の Data Jacket 検索システムの検索結果例を図 3.23 に示す．上部の
「Suggest DJ」に検索結果のアイテム名一覧が表示される．これをクリックすることで，






を実現するために，表 3.2 で説明した API のレスポンスパラメータを変更して dj タグを追
加し，子要素に表 3.2 と同様の情報を追加している．レスポンスの XML 出力における dj
タグ部分を図 3.26 に示す．object タグごとに検索結果 1 件分の情報が記載されており，動
向情報の検索結果の 1 ページごとに最大 5 件出力され，6 件以上ある場合は次のページに





図 3.23：Data Jacket 検索システムの検索結果例 
 
 
図 3.24：Data Jacket 詳細画面 




図 3.25：「Data Jacket を作成した動向情報」の表示例 
 
 

































刻を𝑡1, 𝑡2,⋯ , 𝑡𝑛（𝑛：時系列データのサンプルサイズ）とし，その時点におけるデータの値を
𝑧1, 𝑧2,⋯ , 𝑧𝑛とする．窓幅𝑁𝑤としたとき，解析期間の開始位置から時間𝑎だけシフトした位置
の固定窓と，同じ窓幅で固定窓から時間𝑏だけシフトした位置の比較窓との相関の強さを，





















① 𝑗1 = 0とし，固定窓を解析期間の開始位置とする． 
② 𝑗2 = 𝑗1 + 1から𝑗2を 1 ずつ増やし，比較窓を𝑇倍ずつシフトして𝐶(𝑇, 𝑗1𝑇, 𝑗2𝑇)を求める． 
③ 𝐶(𝑇, 𝑗1𝑇, 𝑗2𝑇)が閾値𝜆𝑇を連続して超えた回数の最大値を𝑛𝑗1とする．このとき，𝑗2 = 1に
おいて閾値を超えた場合，1 回余分に数える． 
④ 𝑗1 = 𝑗1 + 1として固定窓を 1 周期分シフトさせ，手順②，③を繰り返す． 














献 [41]を参考にし，𝜆𝑇 = 0.8として計算している．この閾値を超えることで，固定窓と比較
窓における時系列データが類似した変化であると言える．すなわち，「周期性がある」とす
るには連続で 3 回以上閾値を超える必要があるため，𝑛𝑚𝑎𝑥 < 3のとき𝑆𝑐(𝑇) = 0としている．
このとき，考慮する周期𝑇は3𝑇 ≤ 𝑡𝑛を満たす必要がある．  
季節変動のスコアは𝑇 = 12とした時の周期判別得点とし，1 年間を通して季節とともに規
則的な変動を示すかどうかの指標としている．例として，「夏」「夏祭」「夏みかん」の
Wikipedia Page Viewについてのグラフをそれぞれ図 3.27，図 3.28，図 3.29に示す．「夏」














図 3.28：「夏祭」のWikipedia Page View についてのグラフ 
 
 










られた時系列データの時刻を𝑡1, 𝑡2,⋯ , 𝑡𝑛（𝑛：時系列データのサンプルサイズ）とし，その時
点におけるデータの値を𝑧1, 𝑧2,⋯ , 𝑧𝑛とする．ここで，𝑡，𝑧はそれぞれ時刻，値の相加平均で



















図 3.30：「職務」のWikipedia Page View についてのグラフ 
 
 





















をピークとする．すなわち，3 ヵ月以内に変動幅の 20%以上増加したのち，3 ヵ月以内に変










例として，「地震」「発光スペクトル」の Wikipedia Page View についてのグラフをそれ
ぞれ図 3.32，図 3.33 に示す．「地震」のように 1 回だけ短期間で大きいピークを持つよう
なアイテムのバースト的変動のスコアは 0.957 となる．一方，「発光スペクトル」のように
1 回だけ大きいピークを持つが，ピーク後は徐々に減少するような変化をしているアイテム






図 3.32：「地震」のWikipedia Page View についてのグラフ 
 
 

































従来システム V2 と提案システムの知見入力例を図 3.35 に示す．「地震」というアイテム






















No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes



















































































No 論理名 物理名 データ型 Not NULL デフォルト 備考
1 id int(11) Yes
2 拡張タグ name varchar(255) NULL
55 
 
入力クエリと Data Jacket のマッチングの概念図を図 3.37 に示す．「食中毒（患者数）」
という Data Jacket が作成された動向情報が 2012 年 11 月～12 月に急上昇しているが，こ
れはノロウイルス患者が急激に増加したためであることがわかった．そこで「ノロウイルス」
を知見タグの一つとし，Word2Vec で拡張タグを付与した．一方，食中毒の原因である「サ
ルモネラ菌」というキーワードで Data Jacket を検索した場合，関連した Data Jacket と
考えられる「食中毒（患者数）」を検索することができない．このとき「サルモネラ菌」に
ついて Word2Vec で関連語を検索し，拡張クエリとして再検索を行う．2 件目の拡張クエ
リ「レジオネラ」というキーワードが拡張タグと一致しているため，「食中毒（患者数）」と


































きる．さらに，ある特徴的変動は特定の Data Jacket に関連付けられているため，ある特徴
的変動に関連付けられているタグはすべて，その特徴的変動と連結している Data Jacket
に関連付けられていると考えることができる．以上から，拡張タグと知見タグはすべてData 
Jacket と連結していると仮定し，図 3.38 に示すように，それらのタグと Data Jacket 間
に関連度を定義する．拡張タグと Data Jacket 間の関連度の初期値は，拡張タグと拡張さ
れた知見タグのベクトル間のコサイン類似度とする．知見タグはユーザが設定したもので
あることから関連度が高いと考え，知見タグと Data Jacket 間の関連度の初期値は 1.0 と
する．例えば，Data Jacket 検索を行い「tag_ex：3」「tag_ex：4」とマッチングした場合，
「dj：3」が取得される．このとき「tag_ex：3」と「dj：3」間の関連度は 0.9，「tag_ex：
4」と「dj：3」間の関連度は 0.6 となる．また，Data Jacket 検索を行い「tag：1」とマッ
チングした場合，「dj：1」「dj：2」が取得される．このとき「tag：1」と「dj：1」間，「tag：
1」と「dj：2」間の関連度はどちらも 1.0 となる． 
さらに，ユーザの評価によって関連度を更新する．ユーザが拡張タグもしくは知見タグが
Data Jacket と関係があると思った場合 Good，関係がないと思った場合 Bad，どちらとも
言えない場合はNeutralとする．評価したユーザ1人につき，評価対象のタグとData Jacket
間の関連度に対して Good の場合+1.0，Bad の場合-1.0 とする．Neutral の場合変化はな
い．Data Jacket の検索結果に対し，算出した関連度によってランキングを行うことでタグ

































提案する Data Jacket 検索システムの検索結果例の一部を図 3.39 に示す．Data Jacket
の検索結果は検索結果上部のタブで切り替えて確認することができる（図 3.40）．図 3.39
では 2012 年 11 月～12 月の期間で「食中毒」をクエリとして検索している．「Item」は，
Data Jacket を作成した動向情報のアイテム名である．「Matching result」は，どのテーブ
ルへの検索結果として Data Jacket が取得されたかを表しており，赤い枠が該当するテー
ブルである．「ノロウイルス」についての Data Jacket は，「集団食中毒」というタグがマッ
チして取得されていることがわかる．「食中毒（患者数）」の Data Jacket は，2012 年 11 月
～12 月に SI となっている特徴的変動の期間がマッチして取得されていることがわかる．
また，アイテム名をクリックすることで Data Jacket と知見の詳細を確認することができ
る．提案システムの Data Jacket と知見の詳細画面を図 3.41 に示す．この画面で知見タグ

































































新着情報は 10 秒ごとに外部データベースから取得し更新される．表 3.6 の id が図 3.45 の


















































実験を行うにあたって，従来システム V1 の Wikipedia Page View データの取得期間を















































てもらった．1 つまたは 2 つのアイテムに着目して発見した知見を，最低 5 つ見つけること
を目標とした．また，実験終了後に表 4.2 のアンケートに回答してもらった．なお，データ
ベース更新時間の都合上，実験協力者 A1 のみ従来システム V1 の旧データベースを利用し



























それぞれの実験協力者が見つけた知見数を表 4.3，図 4.1 に示す．全部で 61 個の知見が
発見され，そのうち 1 つのアイテムから発見されたものは 24 個，2 つのアイテムから発見
されたものは 37 個であった．Data Jacket は 85 個，特徴的変動は 94 個，知見タグは 144
個，拡張タグは 473 個であった．また，1 つまたは 2 つのアイテムから発見された知見の例
をそれぞれ表 4.4，表 4.5 に示す．No は表 3.6 の id に対応しており，何番目に知見が共
有されたかを示す．例えば，表 4.4 の No.12 に関して「デング熱」の動向情報が 2014 年 9
月に MAX となっている．知見タグを確認すると，2014 年 9 月に日本でデング熱感染者が
確認された事実に基づいてこの知見が作成されたと考えられる．また，表 4.5 の No.51 に








実験協力者ID 1つのアイテムから発見 2つのアイテムから発見 計
A1 1 9 10
A2 1 3 4
A3 0 5 5
A4 0 4 4
A5 12 4 16
A6 2 0 2
A7 2 7 9
A8 0 4 4
A9 5 0 5
A10 1 1 2






表 4.4：1 つのアイテムから発見された知見の例 
 
 






















No アイテム 期間 特徴的変動 知見タグ データの関係
12 デング熱 2014-09~2014-09 MAX 日本，2014年9月，感染，感染確認 なし
45 ハロウィン 2009-09~2009-11 PEAK 周期的，10月，イベント なし





























実験協力者ID query page item
A1 85 67 5
A2 50 39 45
A3 155 15 2
A4 31 148 3
A5 78 117 6
A6 74 44 11
A7 47 84 1
A8 89 90 24
A9 73 34 3
A10 76 65 3























それぞれのアンケートに対する評価を図 4.3～図 4.7 に示す．図 4.6 の「DataJacket・
知見の公開・共有方法は簡単でしたか．」というアンケートについて，10 人中 4 人がやや難
しいと回答した．その理由として，図 3.18 で 2 つ目のアイテムの特徴的変動を探している
際に，1 つ目に選択したアイテムの特徴的変動を確認できない点や，お気に入りに登録した




























図 4.4：（質問 2）「実験時間の長さについてどう思いますか．」に対する評価 
 
 

































図 4.6：（質問 4）「DataJacket・知見の公開・共有方法は簡単でしたか．」に対する評価 
 
 




































工学系大学生・大学院生 8 名の実験協力者に，従来システム V2 に 3.2 節の提案システム
を導入したコンテクスト検索エンジンを用いて，関係があると思われる 2 つのアイテムを
1 時間で可能な限り多く見つけるというタスクを行ってもらった．回答は表 4.7 に示す例
のように，2 つのアイテム A，B とそれぞれを見つけた手段，関係があると考える理由・根






C) Google 検索などで発見したアイテム 









また，知見が意外なものであった場合，図 3.41 の Information の左に表示されている
「！」ボタンをクリックしてもらった．Data Jacket とタグの関係を評価するボタンが表示







アイテムA 手段 アイテムB 手段 理由・根拠













仮定して Data Jacket 検索システムに適用し，検索結果を取得して比較する．「拡張タグな
し」の条件では，拡張タグのテーブルが存在しないものと仮定して，知見タグ，特徴的変動，








































条件ⅳにおいて実験を行い，発見したアイテムの組合せ数を表 4.9，図 4.8 に示す．発見





エリに入力したアイテム数を表 4.12 に示し，これらのグラフを図 4.9 に示す．表 4.11 の
箱ひげ図を図 4.10 に示す．意外な知見であった際に「！」ボタンをクリックした回数を表 








実験協力者ID 知見不使用 知見使用 計
B1 0 6 6
B2 0 5 5
B3 6 0 6
B4 2 5 7
B5 2 8 10
B6 9 0 9
B7 0 7 7
B8 3 3 6







































アイテムA 手段 アイテムB 手段 理由・根拠









なし なし あり あり
なし あり なし あり
B1 59 59 62 62
B2 48 48 85 85
B3 0 0 0 0
B4 33 38 147 156
B5 141 141 268 268
B6 13 18 39 48
B7 96 97 230 231
B8 2 4 14 16






















































拡張タグ なし 拡張クエリ なし 拡張タグ なし 拡張クエリ あり





































図 4.12：（質問 2）「実験時間の長さについてどう思いますか？」に対する評価 
 
 



































図 4.14：（質問 4）「知見タグから，その知見の内容が読み取れましたか？」に対する評価 
 
 




























































は他のユーザにとって有用であることがわかる．一方，B3 は提案システムを 1 回も利用し
ていないが，表 4.11 を確認すると，Data Jacket の検索結果の件数が 0 であったことが原
因であることがわかる．図 4.9 を見ると，B3 がクエリに入力したアイテム数は 0 ではない
ので検索は行ったが，他の実験協力者よりも少ないため拡張クエリによる検索や拡張タグ
とのマッチングの効果が得られなかったと考えられる．また，B6 も提案システムを利用し







結果はp = 0.028，条件ⅱとⅳについて両側 t 検定を行った結果はp = 0.027であり，どちら
も有意差が認められた．この結果から，拡張タグは Data Jacket 検索システムの検索性能
向上に効果があったと考える． 



















































































































それぞれの条件において発見した知見数を表 4.18，図 4.17 に示す．また，それぞれの条
件において実験協力者が検索した回数を表 4.19，図 4.18 に示し，箱ひげ図を図 4.19 に示

























































































図 4.19：表 4.19 の箱ひげ図 
 
 













































































































































































それぞれ表 4.20，表 4.21，表 4.22 に示す．なお，No はグループ内の実験協力者全体で何
番目に知見が共有されたかを示す．C3 は 8 番目の知見で「X JAPAN」を付与しており，
C2 は 10 番目の知見で「X JAPAN」を付与している．このことから，C2 は C3 の知見を参
考にして X JAPAN に関する知見を探したと考えられる．また，C2 は 2 番目の知見で「紅
白歌合戦」を付与しており，C1 は 5 番目と 9 番目のアイテム「アニメ紅白歌合戦」「第 63
回 NHK 紅白歌合戦」を見つける際に「紅白歌合戦」をクエリに入力している．このことか




表 4.20：C1 の共有情報の例（共有情報あり） 
 
 
表 4.21：C2 の共有情報の例（共有情報あり） 
 
 







No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
5 アニメ紅白歌合戦 2012-09~2012-12 SI
紅白歌合戦 2012/6-2013/1 SI
@period  Partial Internal
なし
ももいろクローバーZ 2013-01~2013-01 MAX










No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
ヨイトマケの唄 2013-01~2013-01 MAX
 2013/1-2013/12 MAX    @item
Exact Internal
美輪明宏 2013-01~2013-01 MAX
 2012/12-2013/2 MAX    @item
Exact Internal
TOSHI 2010-01~2010-01 MAX















No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
HIDE 2008-03~2008-03 MAX
YOSHIKI 1950/1-2017/12 MAX
@item  Exact External
YOSHIKI 2008-03~2008-03 MAX
YOSHIKI 1950/1-2017/12 MAX






グループ G2 について，共有情報なしの条件における C6 の共有情報の例を表 4.23 に示
し，共有情報ありの条件における C4 と C6 の共有情報の例をそれぞれ表 4.24，表 4.25 に
示す．表 4.23 に着目すると，C6 は 1，2 番目どちらの知見においても，ジャンル選択で自
動的に付与される知見タグのみであり，自分で考えた知見タグを入力できていないことが
わかる．一方，同じ C6 の共有情報ありの条件での実験結果である表 4.25 では，「アニメ」
「京都アニメーション」という知見タグを入力している．このことから，他の実験協力者と
の共有情報を頼りにどのようなタグを入力すればよいのかを考察することができたと考え
られる．また，C4 は「けいおん！」というアイテムが 2009 年 4 月～6 月に PEAK となっ
たことから 1 番目の知見を発見しており，C6 は 3 番目に「けいおん！」「涼宮ハルヒの憂
鬱_(アニメ)」というアイテムがどちらも 2009 年 4 月～6 月に PEAK であることから知見
を発見している．C6 のクリックログから，図 3.45 に示す特徴的変動のボタンで「2009 年
4 月～6 月に PEAK となった」という条件で動向情報を検索していることがわかった．よ
って，C6 は C4 の共有情報を参考にしたと考えられる． 
 
 
表 4.23: C6 の共有情報の例（共有情報なし） 
 
 
表 4.24：C4 の共有情報の例（共有情報あり） 
 
 






No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
ONE_PIECE 2010-06~2010-08 SI
少年ジャンプ  SI    @item
Exact Internal
少年ジャンプ 2009-09~2009-10 SI
少年ジャンプ  SI    @period
Exact Internal
尾田栄一郎 2009-02~2009-04 SI
尾田栄一郎  SI    @period
Exact Internal
進撃の巨人 2013-04~2013-05 SI









No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
けいおん! 2009-04~2009-06 PEAK
けいおん  ALL    @period
Partial Integrate
軽音楽 2009-03~2009-05 PEAK





No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
けいおん! 2009-04~2009-06 PEAK
 2009/4-2009/6 PEAK    @item
Exact Internal
涼宮ハルヒの憂鬱_(アニメ) 2009-04~2009-06 PEAK









グループ G3 について，共有情報なしの条件における C9 の共有情報の例を表 4.26 に示
し，共有情報ありの条件における C7 と C9 の共有情報の例をそれぞれ表 4.27，表 4.28 に










表 4.26：C9 の共有情報の例（共有情報なし） 
 
 
表 4.27：C7 の共有情報の例（共有情報あり） 
 
 
表 4.28：C9 の共有情報の例（共有情報あり） 
  
No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
不謹慎ゲーム 2011-01~2011-03 SI
不謹慎ゲーム  SI
@period  Partial Internal
福島第一原子力発電所 2011-02~2011-03 SI







No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
ポケモンGO 2017-08~2017-08 MAX
ポケモンGO  MAX





@item  Exact External
将棋棋士の獲得タイトル数ランキング 2017-12~2017-12 MAX
将棋 2017/8-2017/12















No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
ドラゴンクエスト 2009-04~2009-07 SI
ドラゴンクエスト  ALL




@item  Exact Internal
PlayStation_4 2014-01~2014-03 PEAK
PlayStation_4  PEAK




@period  Partial Internal
液晶ディスプレイ 2011-12~2012-02 PEAK
液晶ディスプレイ  PEAK
@period  Partial Internal
ニンテンドー3DS 2011-11~2012-01 PEAK
ニンテンドー3DS  PEAK














グループ G4 について，共有情報ありの条件における C11 と C12 の共有情報の例をそれ
ぞれ表 4.29，表 4.30 に示す．C11 は 2 番目の知見で「新海作品」を付与しており，C2 は





表 4.29：C11 の共有情報の例（共有情報あり） 
 
 










No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
君の名は 2016-10~2016-10 MAX
 2016/10-2016/10 MAX
@item  Exact Internal
言の葉の庭 2016-10~2016-10 MAX





No アイテム名 期間 特徴的変動 入力されたクエリ 知見タグ データの関係
風立ちぬ_(宮崎駿の漫画) 2013-04~2013-07 SI
 2013/3-2013/8 SI    @item
Exact Internal
天空の城ラピュタ 2013-05~2013-08 SI
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